






















































































集 The Elephant Vanishes（『象の消滅』）が 1993年に米国出版界の最高権威であるクノップフ社から出版され
たことで、日本文学の受容の様相が変化した──すなわち読者があえて日本的文脈を意識せずに日本文学に触
──────────────────────────────────────────────────────────
⑷　『神の子どもたちはみな踊る after the quake』2019年 7月 31日～8月 16日、よみうり大手町ホール。短編集『神の子ども
たちはみな踊る』（2000年）の舞台化。脚本はフランク・ギャラティ氏、演出は倉持裕氏。
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れ、コミットできる態度がもたらされた。エメリック氏が村上作品に出会ったのはまさにこの転換期だったの
だ。従って〈村上世代〉とは、地域研究的な視座を持つのみならず、日本文学を世界文学として自然に受容し
てきた世代にあたると結論づけた。
　柴田氏を交えた議論では作家自身の海外意識が問われ、川上氏は固定的な〈美しい日本〉や〈奇妙な隣人〉
というイメージではなく、同じ生活のバラエティとして受け止めてもらいたいと答えた。辛島氏は川上氏に作
品生成に伴うボリュームへの意識を問い、文学賞やキャリアパスといった外部の事情も関わることが確認され
た。またエメリック氏は、村上氏が、J・ルービン氏による『ねじまき鳥クロニクル』（1994年）の翻訳で短
縮された箇所を参考に改稿したというケースを例示し、作家の柔軟性についても議論された。
　会場との質疑応答では、村上氏の最新エッセイ「猫を棄てる」（2019年）に関する質問や、村上氏の作風変
化、いわゆるデタッチメントからコミットメントへの転換と世界で受容される状況の関連性についての質問が
あった。表現規制等により国ごとに翻訳内容の差異が生じることもあり、村上作品の読まれ方を一様に定義す
る難しさが指摘されたが、言語や文化を超えて、様々な読者にあらゆる形で受容される側面に村上作品の特長
が見出された。最後に、村上文学を世界文学と定義できるかという問いに対して、これほど多くの人々に読ま
れていることがその証左だろう、という答えをもって議論が閉じられた。
　閉会にあたり渡邉義浩教授は議論をふまえ、自身の研究対象である『三国志』を、中国という国を意識せず
に読んでいたことに気づかされたと話した。今後も国際文学館を拠点として、国際文学や翻訳文学、そして村
上春樹文学とは何かを共に考えていきたいと展望が述べられた。
　この度の催しから、諸条件のなかでも多彩に変奏されながら全世界に波及してきた村上文学の強度はもちろ
んのこと、一方で変容をも受け入れる柔軟性の高さを改めて確認した。翻訳やアダプテーションは受容から創
造へと繋ぐサイクルのひとつである。これからも螺旋状に広がっていくだろうその軌跡を刮目して追いたい。
